
日日本本救救急急医医学学会会中中部部地地方方会会誌誌投投稿稿規規定定  
ⅠⅠ  投投稿稿資資格格  

1．本誌への投稿は原則として日本救急医学会中部地方会の会員であることを要します。 
2．他誌に発表された論文の投稿は認めません。 

  
ⅡⅡ  投投稿稿内内容容  

1．救急医療活動・政策・動向などについて提案・提言 
2．研究・調査論文の総括、解説 
3．原著研究、手法の改良・提起に関する論文 
4．救急に関する興味ある症例報告 
5．その他編集委員が掲載に値すると認める論文 

  
ⅢⅢ  記記載載要要領領  

1．原稿は、コンピュータ（Windows）のワードプロセッサー（Microsoft Word）で、起稿して下さい。口語体、当

用漢字、新かなづかい、ひらがなまじり、横書き、楷書として下さい。句読点、かっこは 1 字を要し、改行の際は

冒頭 1 字分を空けて下さい。 
2．原稿の長さは図、表、文献を含み、字数は 10,000 字（400 字詰め原稿用紙 25 枚、症例報告は 15 枚）以内とし

て下さい。なお、図、表、写真はそれぞれ各 1 枚につき原稿用紙 1 枚とみなします。 
3．図、表は別紙に書き、必ず番号をつけ、本文中に挿入する箇所を原稿の欄外に明確に指定して下さい。 
4．外国の人名、文献、薬品名は必ず言語を、文字は活字体を用いて下さい。 
5．引用文献は主要なもののみにし、最後に引用順に一括し、下記形式に従って書いて下さい。 

ａ）雑 誌：引用番号)著者名：題名．雑誌名．発刊西暦年；巻：頁-頁． 
 例 1）丸藤哲，澤村淳，早川峰司，他：救急集中治療における血小板・凝固線溶系モニタリングの実際．日救急

医会誌．2009；20：1-15． 
 例 2）von Schreeb J，Riddez L，Samnegard H，et al：Foreign field hospitals in the recent sudden-onset 

disasters in Iran，Haiti，Indonesia，and Pakistan．Prehosp Disaster Med．2008；23：144-51． 
ｂ）書 籍：引用番号)著者名：分担項目題名．編者名．書名．(巻)．(版)．発行所，発行地，発行西暦年，p 頁-

頁． 
 例 1）鵜飼卓：国際医療貢献の現場－医師たちの活躍．大塚吉兵衛編．国際貢献．ヒョーロン・パブリッシャー

ズ，東京，2008，p167-78． 
 例 2）Spiess BD：Monitoring metabolic indices and coagulation/hemostasis．In：Blitt CD and Hines RL，

eds．Monitoring in anesthesia and critical care medicine 3rd ed．Churchill Livingstone，1990，
p581-603． 

6．編集は原則として編集委員会で行います。 
7．原稿は編集体裁を統一するため編集委員会で一部変更することがあります。 
8．投稿原稿は、Microsoft Word にて、添付ファイルとして、電子メール（Ｅ-mail：qqchubu＠aichi-med-u.ac.jp）

にてお送り下さい。なお、メール本文には、連絡先（所属、氏名、住所、ＴＥＬ、メールアドレス）を記載して下

さい。 
9．投稿論文は返却しません。予めコピーをとっておいて下さい。本誌に掲載された著作物の著作権は、著者と日本

救急医学会中部地方会が重ねて保持するものとします。なお、著作権のうち複写による利用の権利は、日本救急医

学会中部地方会のみが保持し、これを学術著作権協会に委託してあります。著作権に関する詳細は、編集委員会に

問い合わせて下さい。 
10．別冊を希望する場合は、必要部数の実費を請求します。なお、希望する著者には、高解像度出力可能な論文 PDF

を無料で贈呈します。また、論文 PDF の取り扱いは、｢J-STAGE公開論文の閲覧と利用について｣の記載内容に準

じます。 
 
ⅣⅣ  掲掲載載にに関関すするる費費用用  

1．掲載料は、1ページにつき 6,000円を著者の負担とする。 
 

<送り先> 〒480-1195 愛知県長久手市岩作雁又 1 番地 1 
愛知医科大学病院 高度救命救急センター内 

       日本救急医学会中部地方会事務局 
       TEL：0561－63－1957 FAX：0561－78－6235 
       Ｅ-mail：qqchubu＠aichi-med-u.ac.jp 
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